


リハビリ・栄養・口腔嚥下
早期評価・介入が重要！



令和6年　診療報酬改定　急性期

栄養管理体制の基準の明確化 リハビリ・栄養・口腔管理の推進

リハビリ・栄養・口腔嚥下
早期評価・介入ができるセラピストが必要！









こんなことに悩みませんか？

口腔内残渣 
があるムセが多い

湿性嗄声 
　　がある

嚥下反射 
遅延がある

この現象の問題が『舌機能』にある！

現象



『舌機能』を評価してみましょう！



いつも舌をどのように評価してますか？

どこから
？どんな 

基礎知識
が必要？

順番は？

舌を 

どのよう
に見るの

？

舌ってな
に？ 

舌の役割
は？ 

特徴は？



今回伝えたい３つのポイント

①舌の役割とは？

②舌の解剖について

③舌の評価について



舌とは？
＊動物の口の中にある器官。 
＊筋肉を様々に動かすことで、形や位置を自在に変えるこ
とができ、食物を飲み込む際（消化器）、言葉をしゃべる
（構音）際などに使われる。（運動器） 
＊運動は非常に細かく、正確にコントロールすることが 
　可能。 
＊哺乳類の舌には、味覚を感じる受容器である味蕾 
　（みらい）があり、感覚器でもある。



舌の役割とは？

①

②

③



舌の役割とは？
　動物の口の中にある器官。筋肉を様々に動かすことで、形や位置を自在に変えること
ができ、食物を飲み込む際（消化器）、言葉をしゃべる（構音）際などに使われる。
（運動器）その運動は非常に細かく、正確にコントロールすることが可能。また、哺
乳類の舌には、味覚を感じる受容器である味蕾（みらい）があり、感覚器でもある。

消化器

運動器

感覚器

食物の取り込み 
食塊形成 
飲み込み

嚥下

構音 言葉を喋る

味を感じる 
識別する識別



舌の３つの役割

消化器

運動器

感覚器

食物の取り込み 
食塊形成 
飲み込み

嚥下

構音 言葉を喋る

味を感じる 
識別する識別



送り込み（嚥下圧） 
→嚥下反射

食物の取り込み 食塊形成→食形態

舌筋の消化器（嚥下）としての機能



食物の取り込み

食物に対しての準備 
（スプーン状）

舌筋の消化器（嚥下）としての機能



舌筋の消化器（嚥下）としての機能

軟口蓋

舌筋
食塊

食塊形成

舌尖が歯・口蓋につく 
→closeな運動が必要！

口腔準備期

舌 舌

舌 舌



舌筋の消化器（嚥下）としての機能

食塊

舌筋

軟口蓋

食塊

舌筋

軟口蓋

舌根挙上

口腔送り込み期

舌根挙上

嚥下圧 口蓋への 
　　感覚入力

鼻咽腔閉鎖 
嚥下反射



舌の３つの役割

消化器

運動器

感覚器

食物の取り込み 
食塊形成 
飲み込み

嚥下

構音 言葉を喋る

味を感じる 
識別する識別
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舌筋の運動器としての特徴について

筋紡錘が豊富
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内舌筋の方が筋紡錘が豊富にある！

コニュニケーション（会話） 
→内舌筋の発達

舌の協調性・巧緻性が必要



舌の３つの役割

消化器

運動器

感覚器

食物の取り込み 
食塊形成 
飲み込み

嚥下

構音 言葉を喋る

味を感じる 
識別する識別



糸状乳頭 
舌背の全面を覆い、先の尖った指のような形をしている。機能としては、食物をなめと

りやすくしており、また舌の感覚を鋭敏にする感覚装置であるとも考えられてい
る。糸状乳頭のわずかな働きや傾きが、結合組織乳頭の中に豊富に来ている神経によっ
て感受されるものと考えられている。

茸状乳頭 
茸の様な形状をなし、舌背に広く分布するが、その数は糸状乳頭よりははるかに少な
く、白い糸状乳頭の間に所々に赤い丸い頭を見せている。表面の上皮（重層扁平上皮）
が角化しておらず、下の血液が透けて見える為、赤く見える。

有郭突起 
舌背の後部、分界溝の直前に並ぶ大きな乳頭で、その数は12 - 16個が一般的である。
直径2mm前後の上面の平坦な円丘が深い溝に囲まれており、溝の周囲もまたドーナ
ツ状の丘を成している。有郭乳頭の上皮（重層扁平上皮）は茸状乳頭同様に角化して

いない。結合組織乳頭の中には血管と多数の神経があり、大部分は味蕾に行く。 
また、有郭乳頭の濠の底には、漿液腺（一種の小唾液腺）が導管を持って開口してい
る。これはエブネル腺と呼ばれ、この腺の分泌物が濠や味蕾周辺を洗い流す為、味蕾
が常に新しい刺激に感受できるようになっている。

舌乳頭の種類について

https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E8%A7%92%E5%8C%96&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%80%E6%B6%B2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%83%BC%E3%83%8A%E3%83%84


舌

顔面神経

迷走神経

舌咽神経

味覚 体性感覚

迷走神経

舌咽神経

三叉神経

（食感）

舌の支配神経について

運動

舌下神経



橋

延
髄

嚥下と脳画像について



更に把持し続けるには、対象の中心を知覚し
続け、対象を挟み込む複数の身体部位が必要
と考えられる。

<触運動知覚の研究>

物体認識には、両側性に働く必要がある

舌筋の感覚器としての特徴について

左右対称のアライメント



①舌とは？

③舌の運動器としての特徴
が豊富

④舌の感覚器としての特徴
が大切

②舌の消化器（嚥下）としての特徴

舌の役割のまとめ

３つの役割



今回伝えたい３つのポイント

①舌の役割とは？

②舌の解剖について

③舌の評価について
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表面は口腔内と同様の粘膜で覆
われる。内部には、舌筋群と呼
ばれる横紋筋が詰まっている。

舌の解剖学

①舌尖 
②舌体 
③舌根



舌の解剖（外舌筋・内舌筋）について
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外舌筋

内舌筋

舌の解剖（外舌筋・内舌筋）について



外舌筋・内舌筋について
外舌筋 内舌筋

オトガイ舌筋

茎突舌筋
舌骨舌筋

オトガイ舌骨筋

上縦舌筋

下縦舌筋
舌骨舌筋

垂直舌筋
横舌筋

下顎
舌骨

茎状突起 

（頭蓋骨）

・舌の外に起始をもつ 
・舌を大きく動かす、位置を構成

・舌の中に起始-停止をもつ 
・舌の形を変える



外舌筋・内舌筋について
＜内舌筋＞＜外舌筋＞



舌の解剖（外舌筋・内舌筋）について

①

②

③

舌の

を構成

④



舌の解剖（外舌筋・内舌筋）について

①

②

③

④

舌の

を変える

⑤



今回伝えたい３つのポイント

①舌の役割とは？

②舌の解剖について

③舌の評価について



いつもみている『舌筋』は？

内舌筋 外舌筋



みえる『舌』：内舌筋の評価について

①視診

②運動評価

＊口腔内環境評価　乾燥（唾液）、痰の評価、粘膜・歯の評価 
＊内舌筋評価　左右差（形状・特徴）・舌苔・構音

＊口腔内評価　乾燥（唾液）、痰の評価 
＊内舌筋評価　左右差（形状・特徴）・舌苔・構音

③触診(評価→治療)
反応（触診前・後評価）→準備・追従・自動
触診部位(緊張状態：低or高)



正中溝（舌中隔）
内舌筋評価　左右差（形状・特徴）

舌縁 舌根ライン

正中軸 左右差 高さ（上下）



問題

①

②

③



内舌筋評価　左右差（形状・特徴）

①舌尖

②舌体

③舌根



内舌筋評価　左右差（形状・特徴）

舌尖

舌体

舌根舌根ライン（高さ）

舌縁（左右差）

正中溝（正中軸）



内舌筋評価　左右差（形状・特徴）
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外舌筋・内舌筋について



隠れた「舌」→外舌筋評価
外舌筋
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エコーを用いた嚥下評価（舌）


